
先生のための 

「夏休み法教育セミナー2015」 
明日からの授業に役立つ実践例をお伝えします！ 

 

               

 

  このセミナーは、具体的な授業の実践例を通して、先生方と、法教育の魅力や可能性

について考える企画です。私ども、福岡県弁護士会・法教育委員会が取り組んできた〈出前授

業〉や〈ジュニアロースクール〉の活動を踏まえ、法教育の更なる普及・発展のために、福岡法

教育研究会（法教育に興味をお持ちの有志の教員と弁護士の集まり）の活動結果を披露し、学校

のカリキュラムに無理なく導入するためのヒントや授業例を考えるため、初めて企画しました。  

 基調講演では、大倉泰裕氏・祇園全禄氏をお迎えして、学校現場から見た法教育の魅力

と可能性についてお話しいただきます。 

「法律って難しそうだけど大丈夫？」「アクティブ・ラーニングに興味がある」「教科書に

はない、実社会との関連性を意識した授業をやってみたい」などの疑問・御希望にお応えし、授

業作りのヒントをお届けします！ 

2015 年８月10日（月）10:00~16:00 

アクロス福岡 ６階会議室 （9:30受付開始） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催 :                                共  催: 九州弁護士会連合会 
後  援 : 福岡市    福岡県教育委員会   福岡市教育委員会    北九州市教育委員会   久留米市教育委員会    

           福岡県高等学校公民科研究会     福岡県中学校社会科研究会     福岡市中学校社会科研究会    

     福岡市中学校技術・家庭科研究会 

 

   

参 加 費 無 料 ！  

主な対象：中学・高校の先生方 
（社会科、家庭科、国語科など教科にかかわらず、 

また関心をお持ちの小学校の先生方も歓迎します） 

「法教育」って？  

  法律専門家ではない一般の人々

が、法や司法制度、これらの基礎

となっている価値を理解し、法的

なものの見方・考え方を身に付け

るための教育です。 

  主体的・積極的に社会に参画す

る態度を養い、民主主義の担い手

を育むことを目標とするほか、い

じめ問題やＳＮＳ関連のネットト

ラブルなど現代の子どもたちが抱

える身近な問題も扱います。 

学習指導要領の改訂～「法」に関する指導の充実 

＜小学校＞ 社会生活を営む上で大切な法やきまり、国民の司法参

加・きまりを作って守る活動  等 

＜中学校＞ 裁判員制度、契約の重要性、法や

きまりの意義の理解  等 

＜高等学校＞法や規範の意義及び役割、裁判員

制度、私法の基本的な考え方  等 

法教育マスコットキャラクター「ホウリス君」 

※タイムスケジュールは裏面をご覧ください 



参加申込者お名前  

学校名                                      

ご連絡先電話番号                      メールアドレス： 

参加希望講座 □基調講演（午前）分科会：□憲法  □契約  □言語活動  □全体会（午後） 

当日質問したいこと

をご記入ください 

 

お問い合わせ  ：  福岡県弁護士会  ℡092-741-6416 

参加お申込み  ：  下記ご記入の上FAX送信ください（送付状不要） 

申  込  締 切   ：  ２０１５年７月３１日（金） 

福岡県弁護士会（FAX092-715-3207）行                

10:00～12:00 

基調講演 

（608会議室） 

大倉泰裕氏（千葉県立松戸向陽高等学校教諭・元文部科学省教科調査官） 

「学習指導要領と法教育」 

祇園全禄氏（福岡教育大学監事） 

「法教育の裾野を拡げ内容の充実を図る教育風土の醸成」 

13:00～14:30 

分科会 

（602・604・ 

605会議室） 

実際の授業の様子をご覧いただき、授業を行った弁護士と教員の方から共同発

表します。その後、参加者の皆さまと意見交換をします。 

憲法（公民や現代社会な

どの授業で） 

 

「憲法の本当の意義って

何？」「民主主義って？」

「どんな場合も多数決で決

めてしまって大丈夫？」 

…18歳に引き下げられた

「選挙権」の意義をどう教

えるか。 

立憲主義の観点を踏ま

え、改めて主権者教育のあ

り方を一緒に考えます。 

（中学３年生の実践例をご

紹介します）  

契約（家庭科や情報、社

会、ネットモラル授業

で） 

「こんなとき、どう対処し

たらいい？」…子どもたち

に身近なネットトラブル

（ネットショッピングな

ど）の事例を素材に、「契

約」の根本を学び、関連す

る法律によりどういう対処

ができるのか、実践的かつ

基本的なことをお伝えしま

す。 

（中学２年生の実践例を紹

介します）  

言語活動（国語や総合的

な学習、特別活動、小論

文の授業で） 

法的思考の過程を“話す”“書

く”で相手に伝えるには… 

多彩な意見を生徒からい

かに引き出し、思考力・判

断力・表現力を高めるか。

アクティブ・ラーニングの

一つのあり方をご提案しま

す。 

（高校３年生の実践例をご

紹介します）  

 14:45～16:00 

全体会 

（608会議室） 

福岡県弁護士会の法教育についての取り組みをご紹介しながら、より広く多く

の先生方に取り組んでいただけるためにはどうしたらよいか、会場の皆さまと

一緒に考えます。 


